
事例 小学校社会科 可茂地区（Ｋ小学校）
１ 単元について

対 象 学 年 小学校 第４学年

学習指導要領 第３・４学年の内容（３）ア、イ

単 元 名 「住みよいくらしをささえる水 （全１４時間）」

単 元 目 標 ○可児市の人々の生活にとって必要な飲料水の確保や下水の処理の様子に

関心をもち、それを意欲的に調べることを通して、地域社会の一員とし

ての自覚をもとうとする。 （社会的事象への関心・意欲・態度)

○可児市の人々の生活にとって必要な飲料水の確保や下水の処理の様子か

ら学習問題を見いだして追究・解決し、可児市の人々の健康を守るため

の諸活動の特色やそれらと可児市の人々の健康な生活の維持と向上との

関連について考え、適切に判断できる。 (社会的な思考・判断)

○可児市の人々の生活にとって必要な飲料水の確保や下水の処理の様子を

的確に見学したり調査したりするとともに、調べた過程や結果を工夫し

て表現できる｡ (観察・資料活用の技能・表現)

○飲料水の確保や下水の処理に関わる対策や事業は、計画的、協力的に進

められ、可児市の人々の健康な生活の維持と向上に役立っていることを

理解できる (社会的事象についての知識・理解)。

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○単元指導計画作成上の工夫

・指導計画の中に、自分たちの身近な生活調べを取り入れ、児童の関心・

意欲を高めることができるように計画する｡

・ 水調べから、浄水場の秘密見つけへ」と｢使っている水の量調べから、「

水の確保の問題へ｣と学習のポイントをしぼり込み、児童の思考の流れ

を整理する｡

・学習活動の目的を明確にし、見学や調査、表現活動の時間を指導計画に

位置付け、一単位時間の学習を焦点化する｡

○単位時間における工夫

・学習プリントを用い、個々の学習の記録を残すようにし、次の時間の指

導や価値付けに生かす｡

・学習プリントに自己評価する欄を位置付け、児童自らが自分の学習の進

め方や意欲について振り返るようにする｡

・児童の考えを一覧表にまとめたり、掲示したりし、意見の交流や相互評

価に利用できるようにする｡

参 考 資 料 資料１：第２時 「水の通り道」にある施設の写真

資料２：第３時 簡易浄水器

資料３：第８時 あるお母さんの話

資料４：第８時 水道事故

資料５：第８時 可児市役所水道課の杉山さんの話

資料６：第１０時 可児市全体の水の使用量の変化

資料７：第１１時 水資源開発公団の方の話

資料８：第１２時 各務原浄化センター

資料９：第１３時 水の使い方



２ 単元の評価規準

ア 社会的事象への イ 社会的な思考・ ウ 観察・資料活用 エ 社会的事象につ
関心･意欲･態度 判断 の技能・表現 いての知識・理解

内 地域の人々の生活に 地域の人々の生活に 地域の人々の生活に 飲料水、電気、ガス
容 とって必要な飲料 とって必要な飲料 とって必要な飲料 の確保や廃棄物の処
のご 水、電気、ガスの確 水、電気、ガスの確 水、電気、ガスの確 理にかかわる対策や
まと 保や廃棄物の処理の 保や廃棄物の処理の 保や廃棄物の処理の 事業は地域の人々の
との 様子に関心をもち、 様子から学習の問題 様子を的確に見学し 健康な生活の維持と
ま評 それを意欲的に調べ を見いだして追究・ たり調査したりする 向上に役立っている
り価 ることを通して、地 解決し、地域の人々 とともに、調べた過 ことを理解してい
規 域社会の一員として の健康を守るための 程や結果を工夫して る。
準 の自覚をもとうとす 諸活動の特色やそれ 表現する。
る。 らと地域の人々の健

康な生活の維持と向
上との関連について
考え、適切に判断す
る。

可児市における飲料 可児市の飲料水の確 可児市の飲料水の確 可児市の飲料水の確
水の確保や下水の処 保や下水の処理の様 保や下水の処理の様 保や下水の処理に関

単 理の様子に関心をも 子から学習問題を見 子を的確に見学した わる対策や事業は、
元 ち、それを意欲的に いだして追究・解決 り調査したりすると 計画的、協力的に進
の 調べることを通し し、可児市の人々の ともに、調べた過程 められ、可児市の人
評 て、地域社会の一員 健康を守るための諸 や結果を工夫して表 々の健康な生活の維
価 としての自覚をもと 活動の特色やそれら 現する｡ 持と向上に役立って
規 うとする。 と可児市の人々の健 いることを理解して
準 康な生活の維持と向 いる。

上との関連について
考え、適切に判断す
る。

単 ①飲料水の確保や下 ①可児市の飲料水の ①飲料水の確保や下 ①飲料水の確保や下
位 水の処理にかかわ 確保や下水の処理 水の処理と自分た 水の処理が、自分
時 る可児市の対策や にかかわる可児市 ちの生活や可児市 たちの生活や身近
間 事業に関心をもち の対策や事業につ にある工場や施設 な工場や会社等に
に 意欲的に調べ、調 いて問題意識をも とのかかわりを見 とって欠かせない
お べた事実をもとに ち、学習の見通し 学したり調査した ことが分かる。
け 考えながら追究し をもって追究・解 りして具体的に調
る ている。 決している。 べている。 ②可児市では、飲料
具 水の確保や水の処
体 ②可児市の人々の健 ②調べたことをもと ②飲料水の確保や下 理にかかわる対策
の 康な生活の維持と に飲料水の確保や 水の処理にかかわ や事業は、多くの
評 向上のために可児 下水の処理にかか る対策や事業が可 人々の努力によっ
価 市の人々が工夫や わる対策や事業は 児市では 計画的 て計画的、協力的、 、
規 協力をしているこ 可児市の人々の健 協力的に進められ に進められている
準 との理解に基づい 康な生活の維持と ていることを見学 ことが分かる。
て自分も地域社会 向上に役立ってい したり調査したり
の一員として、可 ることに気づき、 して具体的に調べ
児市の人々の願い 自分の生活につい ている。
を実現していくた て考える。
めに努力しようと ③処理場や浄水場な
する。 どを見学、調査し

た過程や結果を分
かりやすく図や新
聞などに表現して
いる。



３ 指導と評価の計画（全１４時間）

（１）授業の流れ

第１次 水はどこから ・・・・ (３時間)

第２次 水のきれいさのひみつ ・・・・ (５時間)

第３次 私たちの生活と水の利用・・・・ (４時間)

第４次 学習のまとめ ・・・・ (２時間)

（２）単元指導計画

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○わたしたち ○自分たちが日常生活で水を使っ <アー①＞ ○学習プリン ○日頃何気なく使

の生活と水 ていることについて話し合う。 飲料水の確 ト記入 っている水につ

の結びつき 保や下水の ・水が使えな いて興味を持つ

の強さに気 もし、水が使えなくなったら 処理にかか くなったら ようにするため

付き、水に どうなるだろうか。 わる可児市 どうなるか に、水が使えな

ついて調べ の対策や事 自分の考え かったらどうな

ることに意 ○生活の中での水の利用の様子を 業に関心を を記入する るのかを考える。

欲を持つこ 交流し、自分たちは水をよく利 もち意欲的 ように促し、自

とができる｡ 用していることに気付き、水が に調べ、調 分のこととして

使えなくなると困ることが分か べた事実を 水のことを考え

る｡ もとに考え るように配慮す

○私たちの生活にとって大切な水 ながら追究 る。

が、どこから来ているのかを予 している。

想する｡

○予想したことをノートにまとめ

る。

２ ○取水口から ○前時にまとめたノートの感想を

各家庭まで 発表する。

の水の流れ

について、 わたしたちが利用している

地図を用い 水は、どこからやってくる

たり資料を のだろうか｡

使ったりし ＜ウー①＞ ○作業学習プ ○地図や資料から

て、調べる ○資料、地図を利用して、水の流 ○飲料水の確 リント記入 可児市で使って

ことができ れについて調べる｡ 保や下水の ・可児市周辺 いる水は、金山

る｡ 処理と自分 から可児市 町の岩屋ダムを

たちの生活 への水の通 水源としている

や可児市に り道を資料 ことを地図上で

ある工場や をもとにプ 確認する｡

施設とのか リントに書

かわりを見 き込む。 ○飛騨川や木曽川

学したり調 の取水口から、

査したりし 浄水場を経て、

て具体的に 近くの配水場に

○資料、地図を利用して、水の流 調べている 配られているこ。

れについて作成したプリントを とを地図上で確

もとにして、分かったことをノ 認する｡

ートにまとめる。

３ ○学校の水道

水と近くの 川の水と水道の水を比べてみ

川の水とを よう｡

比較し、水

道水がきれ ○自分たちの身近にある水を採集 <アー①＞ ○学習プリン ○砂や炭を利用し

いになって し、水道水と比較する｡ 飲料水の確 ト記入 た簡易浄水器で



いることに 保や下水の ・川の水をき 水をきれいにす

関心をもち 処理にかか れいな水道 る実験をし、そ、

水がきれい わる可児市 の水に変え の仕組みを見付

になる実験 の対策や事 ていく様子 けさせる｡

を通して、 業に関心を を簡易浄水

浄水には大 もち意欲的 器を使って

変な努力が に調べ、調 実験したこ

必要である べた事実を とを事実を

ことに気付 もとに考え もとにして

く｡ ながら追究 細かく記述

している。 している。

○近くから採集してきた水や木曽

川の水と水道水を比較し、分か

ったことをまとめる｡

４ ○簡易浄水器 ○前時の感想を発表する。

の実験によ

る経験をも 川からとった水がきれいな飲める

とにして、 水になるのは、なぜだろう。

水道水がき

れいになっ ○自分の予想を発表する ＜イー①＞ ○学習プリン

ていくため 可児市の飲 ト記入と発

には様々な ○自分で作成した地図をもとにし 料水の確保 言内容 ○自分で作成した

施設がかか て考えづくりをする。 や下水の処 ・自分で作成 地図をもとに様

わっている 理にかかわ した地図を 々な施設がある

ことが分か ○考えを交流する。 る可児市の もとにして ことに着目させ

りる。 対策や事業 水がきれい る。

について問 になる秘密

題意識をも を見つけて

ち、学習の ノートに記

○交流で考えたことをノートにま 見通しをも 述する。

とめる って追究・

解決してい

る。

○可児市の浄 ○可児市の浄水場について調べて５
水場では、 みよう。

多くの人々

が、水をき 可児市浄水場では、どんな仕

れいにする 事をしているのだろうか。

機械を使っ

たり、薬で ○参考資料や写真から、浄水場の ＜エｰ①＞ ○学習プリン ○浄水場の位置、

検査したり 仕組みについて調べる。 飲料水の確 ト記入と発 浄水場の仕組み

して水をき 保や下水の 言内容 について地図や

れいにして 処理が、自 ・工程図を使 資料を用いて理

いることを 分たちの生 って、水の 解るようにする｡

パンフレッ ○浄水場の工程図をもとに水のき 活や身近な 流れときれ

ト等をもと れいになる秘密を見付ける。 工場や会社 いになる秘

に調べる｡ 等にとって 密を発言し

欠かせない 交流した内

ことが分か 容をノート

。っている。 に記述する

○みつけた秘密についてノートに

まとめよう。



○浄水場の見 ○前時の感想を発表しよう。 ○感想発表から見６
学をするた ・一度自分の目で見てみたい。 学をしたいとい

めの視点を う願いをもった

もち、見学 浄水場等を見学するための計 発言を意図的に

計画を立て 画を立てよう。 出させる。

ることがで

きる。 ○今までの学習で活用した地図や ＜ウー②＞ ○見学ノート ○見学ノートにで

ノートから見学で見てきたい内 飲料水の確 記入 きる限り個人の

容を箇条書きにする。 保や下水の ・見学ノート 見学ポイントを

処理にかか に自分で決 明確にできるよ

・浄水場の施設 わる対策や めた見学す うに確認する。

・浄水場の人の働き 事業が可児 る事柄を箇 また、人の働き

・働く人の努力や工夫 市では、計 条書きにし につても見るよ、

画的、協力 施設だけで うに助言する。

的に進めら なく施設で

れているこ 働く人の努

とを見学し 力や工夫に

たり調査し ついて着目

たりして具 する項目を

体的に調べ 記入する。

○見学ノートに見学の視点等をま ている。

とめる。

○浄水場の見 ＜ウー②＞ ○見学ノート ○機械の種類、機７
学を行い、 浄水場を見学しよう 飲料水の確 記入と見学 械の仕組み、働

自分がもっ 保や下水の での質問 いている人の仕

た疑問点に ○見学の視点をもとに、自分の疑 処理にかか ・見学ノート 事の努力や工夫

ついて具体 問や調べてきたい事柄を明確に わる対策や 事実をでき を見るように促

的に働く人 して見学をする。 事業が可児 る限り詳し す｡

の様子を見 市では、計 く見つけ記

たり聞いた 画的、協力 述したり、 ○質問の時間をじ

りして事前 的に進めら 説明などを っくりとり、浄

にもった見 れているこ 詳しく聞き 水場の方からお

学の視点に とを見学し 質問してい 話を聞けるよう

そって見学 たり調査し る。 にする。

する｡ ○見学した感想を学習ノートにま たりして具

とめる。 体的に調べ

ている。

８ ○私たちがい ○見学の途中で学校の下で見かけ ○見学の途中で水

つも、安全 た水道の検査をする人の様子に 道検査をしてい

に安心でき ついて発表する。 た人々に着目さ

る水が飲め ＜イー①＞ ○学習ノート せ、子どもたち本
るのは、浄 可児市の飲 ○発言内容 が抱いた疑問を

水場や可児 浄水場できれいにしたはずな 料水の確保 ・学習課題に 大切にして、学

市の水道課 のに、水道課の人はなぜ点検 や下水の処 対して見学 習課題を導くよ時
を繰り返し行っているのか｡

の人やいろ 理にかかわ で学んでき うにする。

いろな人た ○予想したことがらをもとに、課 る可児市の たことをも ○読み取りが十分

ちが協力し 題について話し合う。 対策や事業 とにして自 にできていない

て水道の点 について問 分の考えを 児童には、資料

検や管理を 題意識をも 持つ。 ３から読み取れ

しているか ち、学習の るお母さんの感

らであるこ 見通しをも 謝や水道事故が

とを、点検 って追究・ 起こってしまっ

の様子をも 解決してい て人々の生活が



とに分かる る。 困ってしまった。

ことを読み取れ

るように、机間

巡視で、資料の

大切なポイント

に赤線を入れて

読み取りやす

くする。

○可児市の水道事故の件数は、過 ＜イー②＞ ○学習ノート ○考えを深めさせ

去１０年間で０だが それでも 調べたこと ○発言内容 るために、過去、 、

点検を一生懸命する必要がある をもとに飲 ・これから水 に可児市では水

のだろうか。 料水の確保 道を利用す 道に関する事故

や下水の処 るときに自 や苦情が０件で

理にかかわ 分で考えな あり、事業がし

る対策や事 ければなら っかりとなされ

業は可児市 ないことを ていることを話

の人々の健 発言し、ノ し 「だから点、

康な生活の ートにまと 検は必要ないの

維持と向上 める。 ではないか」と

に役立って 問い返す。

○本時の学習で学んだことをふま いることに ○学校での生活の

えて、水道の利用の仕方に対す 気づき、自 様子や家庭の生

る考えをノートにまとめる。 分の生活に 活の様子 を想

ついて考え 起することの中

る。 から、実際に自

分自身で気をつ

けることについ

て見つめられる

ように 、実際

の場面を教師が

示していく。

９ ○それぞれの ○自分たちの生活で水道の利用の ＜エｰ①＞ ○学習ノート ○個々の家庭にお

家庭での水 仕方について交流する。 ○飲料水の確 ・学習ノート ける水道の使用

の使用量調 保や下水の に聞き取り の仕方について

べや家族へ 私たちは生活の中で、水をど 処理が、自 や各家庭で 交流しながら、

の聞き取り んなことにどれくらい使って 分たちの生 調べたこと 無駄な使い方を

調査から、 いるのだろうか｡ 活や身近な を記述する していることに

水道が自分 工場や会社 事ができ、 着目させたい。

たちの生活 等にとって 分かりやす

の向上等に 欠かせない くまとめら

はなくては ○家庭で調べてきたことや聞き取 ことが分か れている。

ならないも りしたことをノートにまとめる。 っている。

のであるこ

とが分かる｡ ○まとめたことを交流する。

○昔(祖父母が小さい頃）と今の

生活について調べたことを発表

する｡

○現在の自分たちの生活の中にお ＜アー②＞ ○発言内容

ける水道の利用や、水道の便利 可児市の人 可児市全体

さについて自分の考えをまとめ 々の健康な のことまで ○発言の中で自分

自分も節約の努力が必要である 生活の維持 目を向け、 の生活とのかか

ことをまとめる｡ と向上のた 自分自身が わりの中で自分

めに可児市 努力してい がどんなことが

の人々が工 くとを自分 できるのかとい



夫や協力を の立場で考 う目で考えるよ

しているこ え、意欲を うに促す。

との理解に もつ。

基づいて自

分も地域社

会の一員と

して、可児

市の人々の

願いを実現

していくた

めに努力し

。ようとする

○学校での調 ○学校全体の使用量と、可児市内10
査活動から の学校の数から、市内の使用量、

可児市全体 を考える。

の水の使用

量について 可児市全体では、 日にどれく1
問題をもち らいの水を使っているのだろ、

個々の問題 う｡

についてグ

ラフや文書 ○グラフから分かることを出し合 ＜ウー③＞ ○グラフ作り ○実際にグラフを

資料を活用 う。 見学、調査 ・実際の数値 作成して、それ

して調べる した過程や をもとに棒 を読み取るよう。

結果を分か グラフを作 にする。

りやすく図 成できる。

や新聞など

に表現して

○使用量が増え続けていることに いる。 ○増え続けている

ついて、自分の考えをノートに ことに対して、

まとめる。 自分の考えをも

ち、次時への疑

問を持つように

する。

○可児市の人 ○前時の感想を発表する ○前時の終末で抱11
々に安定し いている水不足

た量の水を みんながこんなにたくさんの への不安を課題

供給するた 水を使っているのに、水は足 化へ導くように

めに、水道 りなくならないのだろうか｡ する。

課の人たち ＜エー②＞ ○学習プリン

やその他の ○自分の予想を発表する 可児市では ト発言内容 ○岩屋ダムを管理、

人々が努力 ○年々増加する水道使用量を確保 飲料水の確 ・可児市等職 する水資源公団

や工夫をし するために市等はどのような取 保や水の処 員の多くの の人や、可児市

ている結果 り組みをしているのか。 理にかかわ 努力によっ の水道課の人た、

自分たちが る対策や事 て水道事業 ちが、水が少な

安心して暮 業は、多く が行われて くなってきた時

らしていけ の人々の努 いることに に行っている対

ることを結 力によって 気付いた発 策から、わたし

びつけて考 計画的、協 言や記述が たちに水を確実

える｡ 力的に進め できる。 に行き渡るよう

○多くの人々の努力について、ノ られている に努力している

ートにまとめる。 ことが分か ことが分かる｡

る。



○自分たちが ○学校や家庭で流した水はどこへ12
使った水は 行くのかを調べる｡、

浄化センタ

ーで処理さ わたしたちが使って流した水

れ、再び下 は、どうなるのだろうか｡

流の人々の

飲み水にな ○課題に対する予想を交流する｡

ることを、 ○資料を用いて、個人がもった課

浄化センタ 題をもとに調べる｡

ーの施設の

様子やＶＴ ○使った水は各務原市にある浄化 ＜エー②＞ ○発言内容 ○追究の資料を提

Ｒ等から読 センターに送られ、きれいにな 可児市では ・ＶＴＲを聴 示し、それを活、

み取りわ理 ることが分かる。 飲料水の確 取した後で 用して調べるよ、

解する｡ （ＶＴＲ聴取） 保や水の処 汚水が浄化 うにする｡

理にかかわ され、木曽 ○各務原まで汚水

る対策や事 川へ再び戻 を送っていて、

業は、多く っていくこ 多くの地域で共

の人々の努 とが発言で 同して水を処理

力によって きる。 していることに

計画的、協 気付かせる。

力的に進め

られている ○必ず地図を使っ

○浄化センターの働きについてノ ことが分か て確認をする。

ートにまとめる。 る。

○今までの学13
習を振り返 今までの学習を振り返って、14
り、可児市 学習のまとめをしよう

の飲料水の

、確保や下水 ○自分で選んだ方法を用いて、学 ＜ウー③＞ ○新聞等作品 ○作品の内容から

の処理にか 習のまとめの作品作りを行う｡ 見学、調査 ・作品を相手 それぞれのよさ

かわる対策 ○新聞・絵本・ポスターなど、今 した過程や に読んでも を認め価値付け

や事業は計 までの学習経験から、自分の得 結果を分か らいやすい る。

画的、協力 意な方法を選び、表現活動を行 りやすく図 ように工夫

的に進めら う｡ や新聞など して表現す

れているこ に表現して る。

とを分かり いる。

やすく表現 ○必ず自分の考えを社説や・コラ ＜イー②＞ ○新聞等作品 ○作品の意見欄を必

できる｡ ムなどの形式に工夫して記入す 調べたこと 中のコラム ず位置付けるよう

る。 をもとに飲 （意見欄） に指導し、その中

料水の確保 の内容 に自分の生活に生

や下水の処 ・見学・調査 かすことや友達の

理にかかわ を行って、 意見や見学などか

る対策や事 学んだ事柄 ら学んだことを詳

業は可児市 や友達の意 しく書くように助

の人々の健 見から考え 言する。

康な生活の たことがコ

維持と向上 ラム形式な

に役立って どにして、

いることに 位置付いて

気づき、自 いる。

分の生活に

ついて考え

る。



４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

私たちがいつも、安全に安心できる水がのめるのは、浄水場や可児市の水道課の人やいろい

ろな人たちが協力して水道の点検や管理をしているからであることを、点検の様子をもとに

分かる。

（２）本時の位置

８／１４時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

つ ○見学の途中で学校の下で見かけ ○見学の途中で水道検
た水道の検査をする人の様子に 査をしていた人々に

か ついて発表する。 着目させ、子どもた
ちが抱いた疑問を大

む 切にして、学習課題
を導くようにする。

浄水場できれいにしたはずな
のに、水道課の人はなぜ点検
を繰り返し行っているのか｡

○課題に対して予想をする。 ＜イー①＞ ○読み取りが十分にで
追 ◎可児市の飲料水の確保や きていない児童には、

下水の処理にかかわる可 資料３からよみとれ
究 ○予想したことがらをもとに、課 児市の対策や事業につい るお母さんの感謝や
題について話し合う。 て問題意識をもち、学習 水道事故が起こって

す の見通しをもって追究・ しまって人々の生活
＜資料３ あるお母さんの話＞ 解決している。 が困ってしまったこ

る ＜資料４ 水道事故＞ ○学習ノート とを読み取れるよう
○発言内容 に、机間巡視で、資
・既習内容や前時で見学し 料の大切なポイント
た内容と関連付けて読み に赤線を入れて読み
とっている。 取りやすくする。
・どの資料から自分の考え
を明確にしている。

○可児市の水道事故の件数は、過 ○自分の家庭や学校で
去１０年間で０だが それでも の生活の中で水を利、 、
点検を一生懸命する必要がある 用する場合のことを
のだろうか。 ふまえて自分の意見

が出せるように 自、「
分が水を飲むときの
ことを考えてごらん
」 、なさい と投げかけ

＜資料５ 可児市役所水道課の杉 事故件数０を考えさ
山さんのお話＞ せる。

＜イー②＞
ま ○私たちが水道をこれからどんな ◎調べたことをもとに飲料 ○学校での生活の様子
ことに気を付けていったらよい 水の確保や下水の処理に や家庭の生活の様子

と のかを話し合う。 かかわる対策や事業は可 を想起することの中
児市の人々の健康な生活 から、実際に自分自

め の維持と向上に役立って 身で気をつけること
○本時の学習で学んだことをふま いることを考え、自分の について見つめるこ

る えて、水道の利用の仕方に対す 生活を見つめ直そうとす とができるように、
る考えをノートにまとめる。 る。 実際の場面を教師で

示していく。
○学習ノート
○発言内容

・水道に携わる人々の努力 ○働く人の努力や工夫
が分かり、自分の生活を と自分の生活とかか
見つめ直すことを記述す わらせてまとめるよ
る。 うに促す。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

○社会的事象への関心･意欲･態度

学習活動における ｢十分満足できる」状況(Ａ)を実現 ｢努力を要する｣状況(Ｃ)と判断

具体の評価規準 していると判断した児童の具体的 した児童への指導の手立て

な状況例

＜アの①＞

○飲料水の確保や下水 ○学習プリントの記述や発言内容 ○水の利用について関心が低い

の処理にかかわる可 の分析、行動観察から、自分た 児童に対しては、水を使って

、児市の対策や事業に ちの生活の中での水の利用に関 いる場面を具体的に話したり

関心をもち意欲的に 心を持ち、多くの観点から生活 イラストを参考にさせたりし

調べ、調べた事実を を見つめたり、水道水と集めた て、問題意識がもてるように

もとに考えながら追 水の比較を積極的に行ったりし 指導する｡

究している。 て、課題を見つけ出そうとして

いると判断できた｡

＜アの②＞

○可児市の人々の健康 ○発言の内容や学習プリントの記 ○水を大切にすることや排水に

な生活の維持と向上 述内容の分析から、｢自分たちが 対して気をつけることを、自

のために可児市の人 利用している水は多くの人の努 分の生活と結びつけて考えら

々が工夫や協力をし 力によって使えるようになって れない児童に対しては、他の

、ていることの理解に いることが分かった｡自分たちも 児童の意見のよさを取り上げ

基づいて自分も地域 水を無駄遣いしないようにした 参考にして考えることができ

社会の一員として、 い｡また、使った水が他の人にも るように助言する｡

可児市の人々の願い 利用されることを考えて上手に

を実現していくため 流すようにしたい｡｣というよう

に努力しようとする な記述から、自分のくらしと関。

連させて、自分の生活に生かし

ていこうとする気持ちをもって

いると判断した｡

○社会的な思考･判断

学習活動における ｢十分満足できる」状況(Ａ)を実現 ｢努力を要する｣状況(Ｃ)と判断

具体の評価規準 していると判断した児童の具体的 した児童への指導の手立て

な状況例

＜イの①＞

○可児市の飲料水の確 ○発言や学習プリントの記述内容 ○調べることや調べる方法につ

保や下水の処理にか の分析から、｢川の水をきれいに いて迷っている児童に対して

かわる可児市の対策 するために、水の通り道の中に は、参考となる他の児童の意

や事業について問題 秘密があるのではないか｡｣と考 見を取り上げ、見通し作りの

意識をもち、学習の え、どこでどのようなことが行 参考にするよう助言する｡

見通しをもって追究 われているかを具体的に予想す

・解決している。 る｡その中で、調査・見学につい

ての見通しを持ち、質問や見学

の視点を自分なりに明らかにし

て追究することで、考えが深ま

っていると判断できた｡



＜イの②＞

○調べたことをもとに ○発言や学習プリントの記述内容 ○考え作りで困っている児童に

、 、飲料水の確保や下水 から、調べたことをもとにして 対しては 調べた事実に戻り

の処理にかかわる対 課題を解決し、次のような考え 「１つの事実からどんなこと

策や事業は可児市の をもつことができていれば、適 が分かったのか、そこからど

人々の健康な生活の 切な判断ができていると考えら のように考えたのか｣と具体的

維持と向上に役立っ れる｡ に問いかけ、事実をもとに考

、ていることを考え、 ｢自分たちの使っている水は、浄 え作りができるように助言し

自分の生活を見つめ 水場や市役所の水道部の人たち 指導する｡

直そうとする。 が、安全な水を足りなくなるこ

とのないように、監視したり検

査したりしている。また、自分

たちも水を無駄遣いすることの

ないように生活を見直していく

ことが大事である」

○観察･資料活用の技能･表現

学習活動における ｢十分満足できる」状況(Ａ)を実現 ｢努力を要する｣状況(Ｃ)と判断

具体の評価規準 していると判断した児童の具体的 した児童への指導の手立て

な状況例

＜ウの①＞

○飲料水の確保や下水 児童の学習活動の様子や学習プリ ○地図やグラフなどの資料が十

の処理と自分たちの ントの記述内容の分析を通して、 分に読み取れない児童に対し

生活や可児市にある ○地図を利用して、水の通り道を ては、個別にその読み方や手

工場や施設とのかか 遡り自分たちの飲んでいる水が 順について具体的に指導する

わりを見学したり調 どこからやってくるかを調べる

査したりして具体的 ことができている｡

に調べている。 ○浄水場の資料から、浄水場の仕

組みや働いている人の仕事につ

いて調べ、疑問点から見学の視

点を決めだすことができている｡

、○可児市の水道の使用量について

グラフから人口の増加との関係

を読み取っている｡

など、自分の課題解決のために適

切に観察、調査し、記録している

と判断できた｡

＜ウの②＞

○飲料水の確保や下水 児童の学習活動の様子や学習プリ ○見学や聞き取り調査において

の処理にかかわる対 ントの記述内容の分析を通して、 施設の働きやそこに従事して

策や事業が可児市で ○見学の視点を明確にもってノー いる人々の工夫、努力などを

は、計画的、協力的 トに記述している。 具体的に調べることができな

に進められているこ ○自分がもった見学の視点をもと かった児童に対しては、写真

とを見学したり調査 に具体的事実を的確に記録して やＶＴＲなどの補助的な資料

したりして具体的に いる。 を用い、見学や調査を通して

調べている。 ○浄水場の施設の働き、事業所で とらえさせたかった事実をつ

働いている人たちの仕事、水が かませるとともに、見学の方

きれいになっていく様子に着目 法についても指導する｡



し、見学したり質問したりして

学習プリントに記録している｡

など、自分の課題解決のために適

切に観察、調査し、記録している

と判断できた｡

＜ウの③＞

○処理場や浄水場など ○作品の分析を通して、浄水場の ○まとめの内容が部分的であっ

を見学、調査した過 仕組みと働く人の様子、水道部 たり、課題と離れた内容だっ

程や結果を分かりや の人の働き、ダムの働きなど、 たりする児童に対しては、学

すく図や新聞などに 学習の課題の解決に結びつく内 習プリントや掲示資料を利用

表現している。 容を中心に、分かりやすく表現 して、学習の過程を振り返ら

していると判断できた｡ せ、本単元のポイントをとら

えたまとめができるように助

言する｡

○社会的事象についての知識･理解

学習活動における ｢十分満足できる」状況(Ａ)を実現 ｢努力を要する｣状況(Ｃ)と判断

具体の評価規準 していると判断した児童の具体的 した児童への指導の手立て

な状況例

＜エの①＞ 発言や学習プリントの内容の記述

○飲料水の確保や下水 を分析して、 学習の問題を解決していくため

の処理が、自分たち ○安全でおいしい水道水が、自分 に欠かすことのできない事項を

の生活や身近な工場 たちに届くまでには、浄水場や 理解していない児童には、次の

や会社等にとって欠 市の水道部の人たちが協力して ような手立てを講じ個別に指導

かせないことが分か 監視をしたり、点検したりして する｡

っている。 いる｡ ○学習で利用した写真やプリン

○現在の自分たちのくらしには、 トなどを活用して、児童がど

水は欠かせないものであり、各 こまで理解しているかを教師

家庭や学校ではたくさんの水を が確認し、必要に応じて補説

使っている｡ する。

という事実に着目し、飲料水の確

保と自分たちの生活とのかかわり

が具体的に分かっていると判断で

きた｡

＜エの②＞

○可児市では、飲料水 ○安定的に水が供給されるには、 学習の問題を解決していくため

の確保や水の処理に 多くの人々がかかわって成り立 に欠かすことのできない事項を

かかわる対策や事業 っている。 理解していない児童には、次の

は、多くの人々の努 ○自分たちが使った水は、浄化セ ような手立てを講じ個別に指導

力によって計画的、 ンターで処理され、再び利用さ する｡

協力的に進められて れている｡

いることが分かる。 という事実に着目し、飲料水の確 ○副読本の資料と児童が実際に

、保や下水の処理にかかわる対策や 調べたことを関連付けながら

事業が計画的、協力的に進められ 見学･調査したことを想起させ

ていることが具体的に分かってい 繰り返し指導する｡

ると判断できた｡


